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2
6
6
人
の
新
し
い
チ
カ
ラ
が
加
わ
る

　

令
和
8
年
2
月
28
日
、
卒
業
生
2
6
6
人
を
新
た
に
迎
え
る
入
会
式

が
行
わ
れ
た
。

　

冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
、
柴
田
義
弘
参
与
（
昭
和
41
年
卒
、
元
校
長
）
か

ら
在
校
生
と
し
て
３
年
、
通
算
20
年
の
秋
高
で
の
教
諭
生
活
、
校
長
と
し

て
２
年
、
合
計
25
年
う
ぐ
い
す
坂
を
往
復
し
た
思
い
出
話
、
そ
し
て
「
卒

後
し
ば
ら
く
は
「
秋
高
」
の
バッ
ク
ボ
ー
ン
が
な
い
所
で
切
磋
琢
磨
し
、
10

年
後
く
ら
い
し
て
落
ち
着
い
た
こ
ろ
「
あ
い
つ
は
ど
う
し
て
る
？
」「
同
期

に
会
っ
て
み
た
い
」
と
い
う
よ
う
な
気
持
が
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で

母
校
と
の
つ
な
が
り
の
橋
渡
し
や
支
援
を
す
る
の
が
同
窓
会
で
す
。
こ
れ

か
ら
の
活
躍
を
心
よ
り
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。」

と
い
う
言
葉
が
送
ら
れ
た
。

　

続
い
て
横
手
市
で
弁
護
士
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
近
江
直
人
さ
ん
（
昭

和
60
年
卒
）
か
ら
激
励
の
言
葉
が
送
ら
れ
た
。
自
身
41
年
前
卒
業
し
在

学
中
に
心
に
残
っ
た
言
葉
は
「
お
の
れ
を
修
め
て
世
の
た
め
つ
く
す
」。
学

び
続
け
、必
要
と
さ
れ
る
場
所
で
責
任
を
引
き
受
け
る
と
解
釈
し
て
い
る
。

在
学
中
は
吹
奏
楽
部
に
入
り
、
毎
日
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
を
吹
い
て
い
た
。「
音

は
誠
実
で
な
け
れ
ば
響
か
な
い
、
ご
ま
か
し
は
だ
め
で
す
。
仲
間
と
の
共

鳴
に
よ
り
音
が一致
し
た
時
素
晴
ら
し
い
も
の
と
な
って
伝
わ
る
」。

　

や
る
な
ら
難
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
み
よ
う
と
考
え
司
法
の
道
を
選
択

し
た
。
当
時
の
試
験
の
合
格
率
は
2
・
7
％
、
1
0
0
人
受
け
て
97
人
が

落
ち
る
現
実
、
バ
イ
ト
し
な
が
ら
勉
強
し
４
年
後
合
格
で
き
た
。
挫
折
し

か
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
か
っ
た
。
支
え
て
く
れ

た
両
親
に
は
感
謝
。
そ
し
て
司
法
修
習
が
終
わ
り
横
手
で
開
業
し
よ
う

と
決
め
た
。
地
縁
の
な
い
土
地
、
不
安
だ
っ
た
が
「
お
の
れ
を
修
め
て
～
」

の
言
葉
を
思
い
出
し
決
心
し
た
。
現
在
同
地

域
に
は
4
事
務
所
、
5
人
の
弁
護
士
が
お
り

様
変
わ
り
し
た
。
思
い
出
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
と

し
て
、
２
時
間
か
け
て
訪
ね
て
き
て
く
れ
た
女

性
の
依
頼
人
が
「
弁
護
士
に
会
え
た
だ
け
で

ホ
ッ
と
し
た
」
と
言
っ
て
く
れ
た
こ
と
。
こ
の

地
域
に
い
る
意
味
を
実
感
し
た
。

　

開
業
は
平
成
7
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
黎
明

期
で
、
使
用
し
て
い
た
O
S
は
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ

95
で
あ
っ
た
。
消
費
者
被
害
の
救
済
案
件
に

取
り
組
み
全
国
規
模
で
活
動
を
展
開
し

ま
し
た
。

　
「
未
来
は
無
数
に
あ
り
ま
す
。
皆
さ

ん
、
ど
の
場
所
で
誰
の
た
め
に
チ
カ
ラ
を

つ
か
い
た
い
？
都
会
、
海
外
、
秋
田
？
ど

こ
で
も
い
い
で
す
。
大
切
な
の
は
逃
げ
ず

に
続
け
る
こ
と
。
続
け
ら
れ
る
人
に
だ

け
景
色
も
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
秋
高

同
窓
会
は
『
同
じ
高
校
を
卒
業
』
と
い

う
こ
と
で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
絆
は

強
固
で
、
会
って
同
窓
と
わ
か
れ
ば
『
私

も
秋
高
』
と
い
う
言
葉
が
発
せ
ら
れ
ま
す
。
お
互
い
に
伝
統
と
校
風
を
共

有
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
至
る
と
こ
ろ
に
最
前
線
で
活
躍
し
て
い
る
卒
業

生
た
ち
が
お
り
ま
す
。
ど
う
か
こ
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

質
実
に
自
律
的
に
不
屈
に
。
皆
さ
ん
の
未
来
が
光
り
輝
く
よ
う
に
心
か
ら

お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。」

　

こ
の
後
、
柴
田
参
与
か
ら
新
入
会
員
代
表
の
熊
谷
彩
夏
さ
ん
（
前
生

徒
会
副
会
長
）
に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。
熊
谷
さ
ん
か
ら
「
伝
統
を

引
き
継
ぐ
と
い
う
大
き
な
責
任
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
1
5
0
周
年
の

節
目
に
入
学
、
こ
の
歴
史
は
先
輩
方
の
努
力
や
苦
労
の
上
に
成
り
立
っ
て

お
り
ま
す
。
特
に
着
装
の
自
由
化
に

つ
い
て
は
、
自
主
自
律
の
高
い
志
と
行

動
力
の
偉
大
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
の

3
年
は
将
来
大
き
な
糧
と
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
こ
の
伝
統
を
後
輩
た
ち
に
も

引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ご
指

導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。」
と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

　

最
後
に
応
援
団
O
B
会
「
紫
紺
の

会
」
の
リ
ー
ド
で
校
友
会
歌
を
斉
唱
し

式
は
終
了
し
た
。

同窓会入会式

新会員代表
熊谷彩夏さん

同窓生代表
近江直人さん

柴田義弘参与

　

文
武
両
道
、
自
主
自
律
が

秋
高
の
校
訓
で
あ
り
、
多
く

の
卒
業
生
が
そ
の
校
風
を
体

現
し
て
い
る
。
同
窓
生
に
会

う
と
、
不
思
議
と
ど
こ
か
似

た
気
風
が
感
じ
ら
れ
る
こ
と

が
少
な
く
な
い
。
同
じ
校
訓

の
下
に
学
び
、
薫
陶
を
受
け

た
か
ら
と
言
え
ば
言
い
過
ぎ

だ
が
、
校
訓
や
校
風
の
影
響

は
否
め
な
い
だ
ろ
う
▼
文
武
両
道
杯

全
国
高
校
柔
道
大
会
と
い
う
公
式
大

会
が
毎
年
12
月
に
開
催
さ
れ
て
い
る

の
を
知
り
、
そ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
開
催

趣
旨
が
目
を
引
い
た
。
出
場
校
は
全

国
的
に
知
ら
れ
た
進
学
校
が
名
を
連

ね
、
文
武
両
道
の
本
気
度
を
競
い
合

う
か
の
よ
う
な
感
さ
え
漂
う
。
た

だ
、
過
去
の
大
会
に
秋
高
は
見
当
た

ら
な
か
っ
た
▼
ス
ポ
ー
ツ
の
全
国
大

会
を
み
る
と
、
実
力
差
が
歴
然
と
す

る
試
合
が
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
だ

け
に
、
文
武
両
道
杯
は
実
に
興
味
深

い
。
も
ち
ろ
ん
、
文
武
両
道
を
掲
げ

る
高
校
が
、
い
わ
ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ
強

豪
校
に
果
敢
に
挑
む
こ
と
自
体
、
醍

醐
味
が
あ
っ
て
、
極
め
て
魅
力
的
で

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
▼
文

武
両
道
が
あ
ま
り
に
も
強
調
さ
れ
る

と
、
女
子
生
徒
が
半
数
近
い
う
え

に
、
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
に
も
強
い
今

日
の
秋
高
の
実
像
と
は
、
や
や
懸
け

離
れ
て
し
ま
い
そ
う
で
あ
る
。
し
か

し
そ
ん
な
時
に
は
、
文
武
両
道
と
双

璧
を
な
す
自
主
自
律
の
校
訓
を
前
面

に
打
ち
出
せ
る
▼
時
代
が
ど
れ
だ
け

移
り
変
わ
っ
て
も
、
男
女
を
問
わ

ず
、
秋
高
の
校
訓
が
在
校
生
、
同
窓

生
一
人
一
人
に
貫
か
れ
て
い
く
こ
と

を
望
ま
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

校友会歌斉唱
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こ
の
３
月
の
卒
業
生
及
び
過
卒
生
の

進
路
状
況
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。卒

業
生
は
、専
門
学
校
進
学
の
１
名
を
除

い
て
全
員
が
大
学
へ
の
進
学
を
希
望
し

ま
し
た
。国
公
立
管
外
大
の
合
格
者
は

1
7
4
人（
昨
年
比
－
４
）で
し
た
。

　

大
学
別
で
は
、東
京
大
学
は
現
役
が
８

人（
＋
３
）、過
年
度
卒
が
３
人（
±
０
）で

合
計
11
人（
＋
３
）と
な
り
、東
北
地
区
で

は
最
も
多
い
合
格
者
を
出
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。特
筆
す
べ
き
は
、昨
年
度
合
格

者
が
１
人
だ
っ
た
文
科
類
で
、５
人（
す
べ

て
現
役
）の
合
格
者
が
出
た
こ
と
で
す
。

ま
た
、昨
年
合
格
者
が
出
な
か
っ
た
京
都

大
学
で
３
人
の
合
格
が
出
ま
し
た（
現
役

２
、過
卒
１
）。

　

他
の
国
公
立
大
学
で
は
、現
役
と
過
卒

を
合
わ
せ
て
、一
橋
大
６
人（
＋
４
）、東
京

科
学
大
３
人（
±
０
）、国
際
教
養
大
７
人

（
＋
２
）と
健
闘
し
ま
し
た
が
、東
京
勢
の

流
入
に
よ
り
非
常
に
難
化
し
た
東
北
大

学
で
苦
戦
し
、合
格
者
が
23
人（
－
13
）と

な
り
ま
し
た
。

　

医
学
部
医
学
科
に
は
現
役
と
過
卒
を

合
わ
せ
て
延
べ
28
人（
－
15
）が
合
格
し
ま

し
た
。今
年
度
は
現
役
生
で
複
数
の
大
学

に
合
格
し
た
生
徒
が
い
な
か
っ
た
こ
と
と
、

医
学
部
志
望
の
過
卒
生
が
少
な
か
っ
た

め
、延
べ
数
が
大
幅
に
減
っ
て
い
ま
す
。国

公
立
管
外
大
学
は
22
人（
－
８
）で
、秋
田

大
学
20
人（
－
６
）、東
北
大
学
１
人（
－

１
）で
し
た
。私
立
大
学
医
学
科
で
は
、防

衛
医
科
大
学
校
や
東
北
医
薬
大
な
ど
に

合
格
者
が
出
て
お
り
ま
す
。

　

私
立
大
学
は
現
役
と
過
卒
を
合
わ
せ

て
延
べ
2
6
4
人（
＋
68
）が
合
格
し
ま
し

た
。最
も
合
格
者
が
多
か
っ
た
の
は
明
治

大
学
で
22
人（
＋
10
）。例
年
希
望
者
の
多

い
早
稲
田
大
学
は
16
人（
＋
７
）、慶
應
義

塾
大
学
は
７
人（
＋
２
）で
し
た
。

　

今
年
度
は
共
通
テ
ス
ト
の
平
均
点
が

大
き
く
下
が
り
、受
験
生
に
と
っ
て
精
神

的
に
厳
し
い
入
試
で
し
た
が
、生
徒
た
ち

は
皆
、第
一
志
望
達
成
を
信
じ
て
諦
め
ず

努
力
を
続
け
て
く
れ
ま
し
た
。同
窓
会
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、い
つ
も
心
強

い
御
支
援
を
い
た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。今
後
と
も
秋
高
生
の
進

路
実
現
や
進
路
意
識
高
揚
に
、ど
う
か
御

協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。	

�

（
進
路
指
導
部
）

東
大
11
人
　
東
北
大
23
人
　
医
学
部
医
学
科
28
人
合
格

今
春
の

進
路
状
況

大学合格状況一覧� 令和8年3月31日現在

医学部医学科
大学名 現役 過卒 計

弘 前 大 0 1 1
東 北 大 0 1 1
秋 田 大 16 4 20
東北医薬大 0 1 1
埼 玉 医 大 0 1 1
昭 和 医 大 0 1 1
帝 京 大 0 1 1
東 京 医 大 0 1 1
防衛医科大学校 0 1 1
医学部医学科計 16 12 28

国公立管外大
大学名 現役 過卒 計

小樽商科大 1 0 1
北 海 道 大  5 0 5
弘 前 大  2 2 4
岩 手 大  4 2 6
東 北 大  19 4 23
宮城教育大 2 0 2
秋 田 大  43 5 48
福 島 大  4 0 4
茨 城 大 1 0 1
筑 波 大  4 0 4
宇 都 宮 大  4 0 4
埼 玉 大  5 1 6
千 葉 大  6 0 6
電気通信大 3 1 4
東 京 大  8 3 11
東京外国語大 3 0 3
東京学芸大  3 0 3
東京科学大 3 0 3
東京農工大 2 0 2
一 橋 大  6 0 6
横浜国立大 3 0 3
長岡技術科学大 0 1 1
新 潟 大  17 2 19
富 山 大 2 1 3

大学名 現役 過卒 計
金 沢 大 0 1 1
信 州 大  2 0 2
静 岡 大  1 0 1
名 古 屋 大 0 1 1
京 都 大 2 1 3
大 阪 大 1 0 1
神 戸 大 1 0 1
九 州 大 0 1 1
琉 球 大 1 0 1
秋田県立大 1 0 1
国際教養大  7 0 7
東北公益文科大 1 0 1
会 津 大 1 0 1
高 崎 経 大  1 0 1
東京都立大 1 1 2
横浜市立大 1 0 1
新潟県立大 0 1 1
岐阜薬科大 0 1 1
大阪公立大 1 0 1
気象大学校 1 0 1
職能開発大学校 1 0 1
防衛医科大学校 0 1 1
国公立管外大計 174 30 204

私立大
大学名 現役 過卒 計

北海学園大 1 0 1
北海道科学大 1 0 1
八 戸 工 大 1 0 1
岩 手 医 大 3 1 4
石巻専修大 1 0 1
仙 台 大 1 0 1
東北学院大 2 7 9
東北福祉大 1 0 1
東北医薬大 2 1 3
仙台白百合女大 1 0 1
日赤東北看護大 1 0 1
奥 羽 大 0 1 1
白 鴎 大 0 1 1
埼玉医科大 0 1 1
獨 協 大 4 0 4
文 教 大 1 0 1
神田外語大 1 0 1
淑 徳 大 2 0 2
千 葉 工 大 2 12 14
青山学院大 10 1 11
学 習 院 大 4 0 4
北 里 大 1 0 1
杏 林 大 1 0 1
慶 応 大 7 0 7

大学名 現役 過卒 計
国際基督教大 2 0 2
駒 澤 大 1 0 1
芝 浦 工 大 11 0 11
順 天 堂 大 1 3 4
上 智 大 9 2 11
昭 和 医 大 0 4 4
成 蹊 大 4 1 5
成 城 大 1 0 1
専 修 大 3 0 3
大東文化大 1 0 1
玉 川 大 1 0 1
中 央 大 7 5 12
帝 京 大 0 4 4
東 海 大 2 1 3
東 京 医 大 0 1 1
東 京 音 大 1 0 1
東京工科大 1 0 1
東 京 農 大 4 0 4
東 京 薬 大 0 1 1
東 京 理 大 2 3 5
桐朋学園大 1 0 1
東 洋 大 5 0 5
日 本 大 4 3 7
日赤看護大 1 0 1

大学名 現役 過卒 計
法 政 大 13 3 16
星 薬 科 大 0 1 1
武 蔵 大 2 1 3
武 蔵 野 大 4 0 4
明 治 大 16 6 22
明治学院大 2 0 2
明 治 薬 大 2 0 2
明 星 大 2 0 2
立 教 大 7 2 9
早 稲 田 大 15 1 16
麻 布 大 2 0 2
神 奈 川 大 0 3 3
産業能率大 2 0 2
鶴 見 大 0 1 1
新潟医療福祉大 1 0 1
愛知工業大 1 0 1
同 志 社 大 3 2 5
立 命 館 大 1 4 5
龍 谷 大 1 0 1
近 畿 大 2 0 2
関西学院大 1 0 1
私立大学計 187 77 264

【退職】�
教 諭 三 浦 直 彦
非常勤講師 富 樫 良 恵
非常勤技師 中 村 正 光
非常勤職員 藤 井 弘 子
【昇任・転出】	 � 転出先
副 校 長 牛 丸 靖 浩 本荘高校校長

教 諭 伊 東 光 喜 新屋高校

教 諭 角 崎 綾 子 総合教育センター

教 諭 伊 藤 健 一 西仙北高校

教 諭 藤 原　 淳 保健体育課

臨 時 講 師 佐 賀　 薫 御所野学院高校

令和8年度教職員人事異動
臨 時 講 師 工 藤　 剛 新屋高校

臨 時 講 師 三 浦 拓 真 秋田明徳館高校

臨 時 講 師 村 上　 柊 桂城小学校

【昇任・転入】	 � 転入元
副 校 長 伊 藤　 匡 秋田高校教頭

教 頭 小 玉 慎 也 能代支援学校

教育専門監 近 江 美 歩 秋田きらり支援学校

教育専門監 石 垣 裕 介 秋田高校教諭

教 諭 工 藤 正 隆 秋田北高校

教 諭 石 垣 成 章 御所野学院高校
（秋田大学大学院派遣）

教 諭 中 村　 東 金足農業高校

教 諭 浅 野 朋 央 高校教育課

教 諭 沓 澤 信 宏 横手高校

教 諭 山 内 孝 太 角館高校

臨 時 講 師 武 田 裕 子 仁賀保高校

臨 時 講 師 岩 田 朗 子 秋田西高校

臨 時 講 師 仙 花 菜 実 五城目高校

非常勤技師 山 本 慶 輔 新任用

事 務 補 助 石 川 智 美 新任用

※合格はすべて延べ数です

※�国公立管外大とは国公立大学と文科省管轄外の
大学校

秋田高校同窓会だより VOL.1193



村を守る不思議な神様に	
魅せられて
� 小松 和彦（平成7年卒）

　

私
が
運
営
す
る
工
芸
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
小
松
ク

ラ
フ
ト
ス
ペ
ー
ス
」（
秋
田
市
中
通
）
は
、
戦

後
ま
も
な
く
祖
父
母
が
「
小
松
呉
服
店
」
と
し

て
創
業
し
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。
私
は
そ
の

三
代
目
に
あ
た
る
が
、
10
代
の
頃
は
家
業
を
継

ぐ
気
な
ど
全
く
な
く
、
高
校
卒
業
後
は
考
古
学

者
に
な
る
夢
を
抱
い
て
上
京
し
た
。

　

転
機
と
な
っ
た
の
は
、
大
学
４
年
生
の
時
で

あ
る
。
当
時
、
永
六
輔
氏
と
共
に
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
N
G
O
活
動
に
関
わ
っ
て
い
た
父
に
連
れ
ら

れ
、
初
め
て
東
南
ア
ジ
ア
を
訪
れ
た
。
そ
こ
で

目
に
し
た
人
々
の
素
朴
な
暮
ら
し
や
、
伝
統
的

な
手
仕
事
の
美
し
さ
に
私
は
強
く
魅
了
さ
れ

た
。
い
つ
し
か
「
海
外
の
工
芸
品
を
扱
う
仕
事

を
し
た
い
」
と
い
う
想
い
が
募
り
、
卒
業
後
は

実
家
へ
と
戻
る
道
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
私
は
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
な
ど
へ

毎
年
足
を
運
び
、
店
で
展
開
す
る
工
芸
品
の
収

集
や
商
品
企
画
を
手
掛
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

買
い
付
け
の
拠
点
は
主
に
都
市
部
だ
が
、
時
間

を
見
つ
け
て
は
交
通
の
不
便
な
村
々
を
訪
ね
、

手
仕
事
の
現
場
を
取
材
す
る
こ
と
が
私
の
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
訪
れ
た
国
々

は
、
30
カ
国
ほ
ど
に
の
ぼ
る
。

　

し
か
し
2
0
1
0
年
以
降
、
再
び
大
き
な
転

機
が
訪
れ
る
。
世
界
的
な
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
発

達
に
よ
り
、
各
地
で
急
激
な
物
質
的
変
化
が
起

こ
り
始
め
た
の
だ
。
旅
の
利
便
性
は
格
段
に
向

上
し
た
が
、
そ
れ
と
引
き
換
え
に
あ
ら
ゆ
る
物

価
が
上
昇
し
、
伝
統
的
な
手
仕
事
は
目
に
見
え

て
減
少
し
始
め
た
。

　

そ
の
頃
、
私
の
新
た
な
探
求
の
場
と
な
っ
て

い
た
の
が
、
地
元
・
秋
田
県
内
で
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
に
乗

り
激
変
す
る
ア
ジ
ア
諸
国
に
対
し
、
現
代
の
喧

騒
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
か

の
よ
う
な
秋
田
の
農
村
地

帯
で
は
、
土
着
の
民
俗
文

化
が
色
濃
く
息
づ
い
て
い

た
。

　

中
で
も
、
村
境
や
神
社

に
守
護
神
と
し
て
祀
ら
れ

る
、
藁
や
木
で
作
ら
れ
た

巨
大
な
人
形
に
は
強
い
衝

撃
を
受
け
た
。
地
域
に

よ
っ
て「
シ
ョ
ウ
キ
サ
マ
」

や
「
カ
シ
マ
サ
マ
」
な
ど

と
呼
ば
れ
、
大
き
い
も
の

で
は
高
さ
４
メ
ー
ト
ル
を

超
す
。
そ
の
御
姿
は
、
私

が
巡
っ
た
ア
ジ
ア
や
ア
フ

リ
カ
の
仮
面
や
木
彫
と

い
っ
た
民
族
造
形
に
も
劣

ら
ぬ
、
ユ
ニ
ー
ク
で
力
強
い
存
在
感
を
放
っ
て

い
た
。
民
俗
学
者
の
神
野
善
治
氏
が
「
人
形
道

祖
神
」
と
い
う
名
称
で
分
類
し
た
こ
の
民
間
信

仰
は
、
東
日
本
各
地
で
見
ら
れ
る
が
、
特
に
秋

田
県
は
突
出
し
た
分
布
数
を
誇
っ
て
い
る
。
私

自
身
も
調
査
を
重
ね
た
と
こ
ろ
、
県
内
1
5
0

カ
所
以
上
で
そ
の
存
在
を
確
か
め
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

2
0
1
8
年
、
私
は
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の

宮
原
葉
月
氏
と
共
に
「
秋
田
人
形
道
祖
神
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
結
成
し
、
調
査
の
成
果
を
書

籍
『
村
を
守
る
不
思
議
な
神
様
』
に
ま
と
め

た
。
宮
原
氏
に
よ
る
印
象
的
な
イ
ラ
ス
ト
に

よ
っ
て
、
歴
史
や
民
俗
に
留
ま
ら
ず
広
く
ア
ー

ト
に
関
心
の
あ
る
層
の
間
で
も
話
題
を
呼
び
、

発
売
直
後
か
ら
大
き
な
反
響
を
い
た
だ
い
て
、

わ
ず
か
半
年
で
重
版
が
決
定
し
た
。
翌
年
に

は
続
編
を
刊
行
し
、
さ
ら
に

2
0
2
1
年
に
は
こ
れ
ら
２

冊
を
再
編
し
た
『
村
を
守
る

不
思
議
な
神
様
・
永
久
保
存

版
』
を
K
A
D
O
K
A
W
A

か
ら
上
梓
す
る
に
至
っ
た
。

こ
う
し
た
一
連
の
活
動
を
通

じ
、
現
在
で
は
全
国
の
博
物

館
や
大
学
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な

ど
か
ら
講
演
や
展
示
の
依
頼

を
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

　

人
形
道
祖
神
を
祀
る
集
落

で
は
、
定
期
的
に
作
り
替
え

を
伴
う
祭
り
が
行
わ
れ
て
お

り
、
私
た
ち
は
こ
う
し
た
節

目
に
あ
わ
せ
て
取
材
を
重
ね

て
い
る
。
そ
こ
で
直
面
す
る

の
が
、
深
刻
な
人
口
減
少
で
あ
る
。
過
疎
化
の

波
は
行
事
の
継
承
に
暗
い
影
を
落
と
し
て
い
る

が
、
現
在
、
私
は
秋
田
公
立
美
術
大
学
の
博
士

課
程
に
在
籍
し
な
が
ら
、
こ
の
伝
統
を
次
代
へ

繋
い
で
い
く
た
め
の
持
続
可
能
な
モ
デ
ル
を
構

築
で
き
な
い
か
、
研
究
を
続
け
て
い
る
。

　

工
芸
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
運
営
と
郷
土
史
研
究

の
活
動
は
「
二
足
の
わ
ら
じ
」
の
よ
う
に
捉

え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
私
に
と
っ
て

は
「
文
化
を
紹
介
す
る
」
と
い
う
点
に
お
い

て
通
底
す
る
仕
事
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
海
外

の
工
芸
品
を
秋
田
に
紹
介
し
て
き
た
よ
う
に
、

次
は
秋
田
の
「
村
を
守
る
不
思
議
な
神
様
」

の
魅
力
を
、
広
く
世
界
へ
発
信
し
て
い
く
こ

と
が
新
た
な
目
標
だ
。

こまつ・かずひこ／1976年、秋田市
生まれ。青山学院大学文学部史学
科卒。小松クラフトスペース店主。
花柳界や民間信仰を中心に秋田県
の郷土史を研究している。共著に『秋
田県の遊廓跡を歩く』（カストリ出版）、
『村を守る不思議な神様・永久保存
版』（KADOKAWA）など。秋田
魁新報電子版で『新あきたよもやま』
連載中。
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点

交
差

　

秋
田
産
業
サ
ポ
ー
タ
ー
ク
ラ
ブ
は
、
秋
田
と
首
都
圏
を
つ
な

ぎ
、
秋
田
県
の
産
業
全
般
に
関
す
る
情
報
の
収
集
や
意
見
を

集
約
し
、
今
後
の
産
業
施
策
の
推
進
に
役
立
て
て
い
く
こ
と

を
目
指
し
て
集
う
任
意
団
体
と
し
て
2
0
0
6
年
に
発
足
し

た
。
秋
田
県
出
身
者
に
限
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
で
秋
田

に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
、
秋
田
に
関
心
を
持
つ
方
々
が
参
加
し
、

登
録
会
員
数
は
2
0
0
名
を
超
え
て
い
る
が
、
実
際
に
ア
ク

テ
ィ
ブ
に
継
続
的
に
活
動
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
は
30
名
ほ
ど
で

あ
る
。

　

発
足
当
初
は
、
首
都
圏
在
住
の
メ
ン
バ
ー
が
集
う
構
成
で

あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
オ
ン
ラ
イ
ン
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
機
会
が

増
え
、
そ
の
結
果
秋
田
県
を
は
じ
め
参
加
す
る
方
の
エ
リ
ア
の

拡
大
と
い
う
思
わ
ぬ
副
産
物
も
生
ま
れ
た
。

　

さ
て
、
正
直
に
申
し
上
げ
る
と
、
私
は
決
し
て
模
範
的
な

会
員
と
は
言
え
な
い
存
在
で
あ
っ
た
。
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

〝
名
簿
に
は
載
っ
て
い
る
が
、
活
動
に
は
あ
ま
り
顔
を
出
さ
な

い
人
〟
と
い
う
立
ち
位
置
だ
っ
た
。
言
い
訳
を
す
る
と
、ス
タ
ー

ト
時
、
私
は
50
歳
の
現
役
バ
リ
バ
リ
、
秋
田
県
東
京
事
務
所

の
終
業
時
間
を
考
慮
し
て
午
後
４
時
か
ら
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に

参
加
す
る
ハ
ー
ド
ル
は
相
当
高
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
私

が
、
長
く
関
わ
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
第
四
代
会
長
を
拝
命

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
級
生
の
皆
さ
ん
が
こ
れ
を
読
ん
だ
ら
、

「
な
ぜ
ア
イ
ツ
が
？
」
と
首
を
か
し
げ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
だ
ろ
う
。
私
自
身
も
少
な
か
ら
ず
同
じ
気
持
ち
で
は
あ
る

が
、
せ
っ
か
く
い
た
だ
い
た
ご
縁
な
の
で
、
背
伸
び
を
し
す
ぎ

な
い
範
囲
で
務
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

私
は
秋
田
市
で
生
ま
れ
育
ち
、
秋
田
高
校
を
卒
業
後
、
大

学
進
学
を
機
に
秋
田
を
離
れ
、そ
の
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

気
が
つ
け
ば
離
れ
て
半
世
紀
以
上
と
い
う
長
い
年
月
が
流
れ
、

秋
田
と
の
直
接
的
な
つ
な
が
り
は
、
今
で
は
両
親
の
眠
る
お
墓

を
訪
ね
る
こ
と
く
ら
い
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

情
報
発
信
、
つ
な
ぎ
、
積
み
重
ね

　
一
方
で
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
離
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
見
え

て
く
る
秋
田
の
姿
も
あ
る
。
ふ
と
し
た
き
っ
か
け
で
耳
に
す
る

地
元
の
話
題
や
、
ニュ
ー
ス
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
秋
田
の
取
り

組
み
に
触
れ
る
た
び
に
、「
あ
あ
、
や
は
り
自
分
に
と
っ
て
秋

田
は
特
別
な
場
所
」
と
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。
そ
う
し

た
思
い
が
、
こ
の
ク
ラ
ブ
と
関
わ
り
を
続
け
て
き
た
理
由
だ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

秋
田
の
産
業
に
関
す
る
話
題
で
頻
繁
に
取
り
上
げ
ら
れ
る

の
は
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
、
低
賃
金
と
いっ
た
、
い
わ
ば
「
マ

イ
ナ
ス
」
の
側
面
。
確
か
に
そ
れ
ら
は
現
実
の
課
題
で
あ
り
、

向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。
し
か

し
一
方
で
、
近
年
は
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
新
し
い
動
き
も
生

ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な

起
業
や
、
新
し
い
発
想
で
地
域
課
題
に
取
り
組
む
若
者
た
ち

の
存
在
は
頼
も
し
い
も
の
が
あ
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
は

決
し
て
派
手
で
は
な
い
が
、
確
実
に
秋
田
に
新
し
い
風
を
も
た

ら
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

　

私
自
身
、
会
長
と
い
う
立
場
を
お
引
き
受
け
す
る
に
あ
た

り
、
こ
う
し
た
前
向
き
な
動
き
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
を
改
め
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
情
報
を

発
信
す
る
こ
と
、
人
と
人
と
を
つ
な
ぐ
こ
と
、
そ
し
て
小
さ

な
応
援
を
積
み
重
ね
る
こ
と
―
―
決
し
て
大
き
な
こ
と
で
は

な
い
が
、
そ
の
積
み
重
ね
が
、
挑
戦
す
る
人
た
ち
の
支
え
に
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　

ク
ラ
ブ
の
活
動
の
20
年
と
い
う
年
月
は
、
決
し
て
短
い
も
の

で
は
な
い
。
そ
の
間

に
社
会
環
境
は
大

き
く
変
化
し
、
地

域
を
取
り
巻
く
状

況
も
様
変
わ
り
し
て

い
る
。
一
方
で
、
秋

田
を
思
う
気
持
ち

や
、
何
か
役
に
立

ち
た
い
と
い
う
志

は
、
発
足
当
初
か

ら
変
わ
る
こ
と
な
く

受
け
継
が
れ
て
き

た
。
む
し
ろ
今
の
時

代
だ
か
ら
こ
そ
、
そ

う
し
た
思
い
の
価
値

は
よ
り
一層
高
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

新
し
い
挑
戦
を
続
け
る
限
り

　

こ
れ
か
ら
先
も
、
秋
田
を
取
り
巻
く
環
境
は
決
し
て
平
た

ん
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
、
地
域
の
可
能
性
を

信
じ
、
新
し
い
挑
戦
を
続
け
る
人
々
が
い
る
限
り
、
未
来
は

決
し
て
暗
い
も
の
で
は
な
い
と
感
じ
て
い
る
。
私
自
身
も
、
こ

れ
を
支
え
る一端
を
担
う
存
在
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

お
読
み
い
た
だ
い
た
同
窓
生
の
皆
さ
ま
の
中
に
も
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
秋
田
に
思
い
を
寄
せ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
が
多
い
こ

と
と
思
う
。
関
わ
り
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
が
、「
気
に
か
け

る
こ
と
」
や
「
応
援
し
た
い
と
思
う
こ
と
」
自
体
が
、
き
っ

と
大
き
な
力
に
な
る
は
ず
。

　

ク
ラ
ブ
の
活
動
に
ち
ょっ
と
ご
興
味
が
わ
い
た
方
、
何
か
集

ま
る
機
会
が
あ
っ
た
ら
参
加
し
て
み
よ
う
と
思
っ
た
方
、
難
し

い
こ
と
は
と
も
か
く
ま
ず
は
秋
田
を
ネ
タ
に
秋
田
の
お
酒
を
一

緒
に一
杯
や
り
た
い
方
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
連
絡
い
た
だ
き

た
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は https://akita-support.org/

。

秋
田
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は https://w

w
w
.pref.akita.

lg.jp/pages/archive/2404

秋
田
の
役
に
立
ち
た
い

�

鯨
岡  

修
（
昭
和
49
年
卒
）

くじらおか・おさむ／1955年秋田
市生まれ　早稲田大学政治経済
学部政治学科卒　1978年日本経
済新聞社入社
日経BP社、日経メディカル開発勤
務を経て、2019年よりグンゼ株式
会社取締役（社外）
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しながわ・あいこ／東京芸術大学音楽
学部楽理科卒業、同大学院修士課
程修了。中央音楽学院への交換留学
を経て、中国音楽学院大学院博士課
程（中国伝統音楽理論専攻）単位取
得卒業。帰国後十年前に秋田へ戻り、
地元企業勤務を経て二年前に翻訳者
として独立。現在は大手動画配信サー
ビスの中国ドラマ字幕翻訳・校正、映
画翻訳など映像翻訳を中心に手がけ
る。女性同窓会「若菜会」幹事。

　仕事以外では、秋田に帰ってから思いがけない縁に恵まれた。女
性同窓会である「若菜会」の存在を知り、幹事の末席に加えてい
ただいた。先輩方が多くの役割を担ってくださっており私自身はまだ
大したことはできていないのだが、秋田を離れて久しく同窓とのつな
がりも薄くなっていた中で、まったく別の学年の方 と々「同じ母校で
学んだ」という緩やかな縁でつながれること、古巣があるのだと感じ
られたことが、個人的にはとてもうれしかった。
　高校生のときに思っていたよりも、世界は広く、正解のない問題が
多く、予想外の出来事や人との出会いに満ちていた。色んな人やチャ
ンスに導かれながら、気づけば今の自分がある。時代も確実に変化
している。インターネットを通じて世界とつながることが当たり前になっ
た今、地方にいることは制約ではなく、自分らしい働き方を設計でき
るチャンスになりうる。どんな場所にいても、どんな過程を経ても、自
分らしい生き方を諦めないこと。その積み重ねが、思いがけない未
来につながると、自分自身の経験から感じている。
　人生のさまざまな局面で、柔軟な働き方がどうしても必要になる時
がある。育児、介護、体調の変化——人生の節目ごとに、働き方
を見直さなければならない場面は誰にでも訪れる。そんな時に、会
社員以外の選択肢があることを知っているだけで、見える景色は変
わるのではないだろうか。私自身、字幕翻訳という好きで得意な仕事
にたどり着いた背景には、育児という大切な人生のステージに自分ら
しい形で対応していくため、場所と時間を選ばない仕事がしたいとい
う思いがあった。仕事の選択肢は、思っているよりずっと広い。その
ことを一人でも多くの人に知ってほしいという思いから、今年中に友
人と、雇われない働き方をしている人々の仕事を持ち寄る、見本市
のようなイベントを計画している。現在鋭意企画中ではあるが、今こ
の秋田という場所で、次の一手を楽しみながら進んでいきたい。

　秋高に通っていたあの頃、自分がまさか中国の京劇に魅せられ、
博士課程にまで進むとは思っていなかった。芸術大学で音楽学を専
攻し、中国の音楽大学への留学を経て、気づけば中国の芸術の
奥深さにすっかり引き込まれていた。その後、十年前に秋田へ戻り、
地元企業での会社員を経て、二年前に翻訳の仕事で独立した。現
在は二人の未就学児の母として、日々 仕事や育児に奔走する毎日を
送っている。
　仕事の中心は、インターネットの動画配信サービスで配信される中
国ドラマの字幕翻訳や、映画の翻訳で、地元企業のビジネス翻訳
のお手伝いもしている。中国ドラマはフィクションのエンターテインメン
ト作品であるから、厳密な考証が求められるものばかりではない。そ
れでも、中国ならではの価値観や文化が物語の題材になることも多く、
それらを学び理解しながら、日本の視聴者が分かりやすいような字幕
を作っている。劇中に流れる音楽には中国の楽器を使った楽曲も多
く、特に古装劇と呼ばれる時代劇のジャンルでは、映像・言葉・音
楽が一体となり、娯楽作品として中国文化の世界観を楽しむことが
できる。長年にわたって中国音楽と文化を学んだ経験を活かし、そ
のような作品の奥行きを肌で感じつつ携わることは、この仕事ならで
はの喜びだ。中国語は豊かな響きを楽しめる言語だと思っているが、
耳で言葉の響きを楽しみながら、日本語の字幕で作品の世界をしっ
かりと味わっていただけるよう橋渡しをする。厳しい納期や品質に責
任があり緊張感に満ちた仕事ではあるが、秋田にいながら中国の文
化やエンターテインメントに関われること、それ自体がうれしい。
　字幕翻訳は、国籍も住む場所も年齢もさまざまなメンバーがインター
ネットで連絡を取り合い、時に議論を交わしながら一つの作品を仕上
げていく、チームの仕事だ。映像作品を字幕で楽しむ場合と原語で
楽しむ場合とでは、どうしても情報量に差が生じる。文字を詰め込み
すぎれば視認性が悪くなり、かえって没入感が損なわれる。私たち
翻訳者は、そのバランスを考慮しながら慎重に言葉を選び、限られ
た字数の中で過不足なく物語のエッセンスを届けようとしている。特
に何十話にもわたるドラマでは、チーム全体で緻密に統一性を保ち
ながら作品を仕上げていく必要がある。最近では校正の仕事が増え
たが、複数名の翻訳者の個性を活かしながら、字幕全体の統一性
を担保する工程を担っている。ドラマの翻訳というと華 し々いように思
われる方もいるかもしれない。しかし舞台裏はとても地道で泥臭い。
少なくとも校正の場合は、徹底的に黒子の仕事だ。それでも、視聴
者の方が作品の世界に没入し楽しんでくださっているとしたら、それ
以上のやりがいはない。

字幕翻訳者として、秋田から世界とつながる日々
� 　品川 愛子（平成17年卒）

代表取締役社長 
船 木 保 美（昭和５１年卒）
秋田市八橋本町３丁目７-１０
TEL 018-824-1155

https://www.fm-akita.co.jp
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【活動への参加・お問い合わせ・応援はこちら】
スポーツ鬼ごっこ広め隊
代表：佐々木隆
メールアドレス：kenketsu200@gmail.com
※�毎月第一火曜日 19:00〜 光沼アリーナにて定期開催中。見学・冷やかし
大歓迎です！

　半年ぶりに秋田へ戻り、アリー
ナの扉を開けた時の光景を、
私は一生忘れません。そこには
以前と変わらぬ、いえ、不在前
よりも熱気を帯びた試合風景が
広がっていました。そして、私
の顔を見るなり、小学生から大
人までが「佐々木さん、お帰り
なさい！」と満面の笑みで迎えて
くれたのです。
　私が不在の間も、彼ら自身の手でバトンは繋がれていました。スポー
ツ鬼ごっこが、単なる運動の場を超えて、地域の人々にとってなくて
はならない「心の居場所」へと成長していた瞬間でした。

　第４章：秋田を思う「心」を「アクション」へ

　秋田の少子高齢化という大きな流れを、一人の力で止めることは
できないかもしれません。しかし、そこに住む人たちの心が孤立して
いくのを防ぎ、新しい風を吹き込むことは、今この瞬間からでも可能
です。
　今、この原稿を読んでくださっている同窓生の皆様にお願いがあり
ます。秋田を離れて暮らしていても、故郷への「応援マインド」を
形にする方法は一つではありません。

「帰省した際に、一度アリーナへ遊びに来てみる」
「活動のSNSをシェアして、秋田の知人に伝えてみる」
「自分の得意分野で、このコミュニティを支えるアイデアを出してみる」
　どんなに小さな一歩でも構いません。皆様の持つ経験やネットワー
ク、そして故郷を思う気持ちがアクションに変わる時、それは秋田の
未来を照らす確かな光になります。大の大人が本気で鬼ごっこに興
じ、汗を流す姿の中に、停滞感を打ち破るヒントが隠されていると私
は信じています。

　第５章：結びに代えて ―― 千秋の誇りを次世代へ

　故郷を思う気持ちに、住んでいる場所や費やせる時間の長さは関
係ありません。大切なのは「自分にできる一歩」を今、踏み出すこ
とです。私はこれからも、東京と秋田を行き来しながら、この「遊び」
の力を信じて活動を続けていきます。私たちの愛する秋田が、世代
を超えた笑顔で溢れ、若者が「ここで育ってよかった」と思える場
所であり続けるために。
　いつの日か、秋田市内の200箇所の公園すべてに、あの歓声が
響き渡る日を夢見て。皆様とフィールドで、あるいは秋田の空の下で
お会いできる日を、心より楽しみにしています。

　第１章：外から見た秋田、中から触れる秋田

　私は現在、東京郊外の自宅マンションで暮らしつつ、半年に一度
は実家のある秋田に滞在するという「二拠点生活」を送っています。
離れた場所からニュースやネットを通じて耳や目にする秋田は、少子
高齢化や人口減少、あるいは経済の停滞といった、どこか寂しい数
字や言葉です。県外で暮らす同窓生の皆様も、故郷の行く末を案
じつつ、どこか遠い世界の出来事のように感じてしまう瞬間があるの
ではないでしょうか。
　しかし、実際に秋田の土を踏み、人 と々対話を重ねてみると、そ
こには数字だけでは決して測ることのできない「人の熱量」が確か
に眠っていることに気づかされます。この熱量を形にし、次世代へ繋
ぐ確かな一助になりたい。その一心で、４年前に定年を控えた私が
情熱を注いで取り組んでいるのが「スポーツ鬼ごっこ」の普及活動
です。

　第２章：志は高く、足元は地道に 	  
� ―― 200箇所の公園を目指して

　「なぜ、今さら鬼ごっこなのか？」と、最初は不思議そうに聞かれ
ることもありました。
スポーツ鬼ごっこは、誰もが知る「遊び」を現代的なルールで競技
化したものです。単に足が速いだけではなく、チーム全体で役割を
分担し、守備を崩すための作戦を練り、一瞬の隙を突く。体だけで
なく頭もフル回転させる知略のスポーツです。
　何よりの魅力は、小学生から現役の社会人、さらにはシニア世代
までが、同じフィールドで対等に笑い、競い合えることにあります。こ
の「多世代交流」こそが、人と人の繋がりが希薄化しつつある今
の秋田において、最も必要な処方箋になると確信しました。
　私の目標は、秋田市内の公園200箇所でこの体験会を開催し、
街中に「子どもたちの歓声」と「大人の笑い声」を取り戻すことです。
しかし、理想と現実の間には大きな壁がありました。当初は秋田滞
在中に自ら公園を巡り、地道に体験会を重ねましたが、なかなか参
加者が定着せず、孤独な足踏み状態が続きました。
　転機は二年前の夏でした。知人の紹介で、全天候型施設「光
沼アリーナ」に出会い、毎月第一火曜日の夜に定期開催を始めたの
です。季節や天候に左右されず、安心して集まれる「拠点」がで
きたことで、少しずつ、しかし確実に「クチコミ」という確かな絆が
広がり始めました。

　第３章：私がいなくても、火は消えなかった

　二拠点生活を送る私にとって、最大の不安は「不在期間」の壁
でした。私が東京に戻っている半年間、リーダー不在で活動の灯が
消えてしまうのではないか。住んでいる地域も生活時間帯もバラバラ
な参加者たちが、拠り所を失い、またバラバラになってしまうのでは
ないか――。
　しかし、その心配は全くの杞憂に終わりました。参加者の皆さんの

「この場所を守りたい、繋がりを継続したい」という思いは、私の想
像を遥かに超えて強固なものになっていたのです。

遊びが秋田の未来を創る  二拠点生活で挑む、スポーツ鬼ごっこの可能性
� 　佐々木　隆（昭和50年卒）

吉 成　 力（昭和61年卒）
院長　医学博士
日本皮膚科学会認定皮膚科専門医

※休診日　日曜日、祝祭日

吉成皮膚科クリニック

URL https://www.yoshinari-hifuka.com

秋田市将軍野桂町33－18
☎018-847-3712

月
●
●

診療時間
午前8:30～12:00
午後2:00～  6:00

火
●
●

水
●
●

木
●
●

金
●
●

土
8：30
13：00
〜

〒010-0911 秋田市保戸野すわ町15-20
TEL（018）823－5252
FAX（018）823－6631
E-mail：hamayu-cli@if-n.ne.jp

濱  島  由  紀
Yuki Hamashima.M.D

（昭和61年卒）

院　　長
医学博士

医療法人
濱 島 医 院内　科

胃腸科

秋田市御所野湯本二丁目1番2号
TEL（018）853-7211
https://abc-butsuryu.com/
info@abc-butsuryu.com

田牧 　 学（昭和61年卒）

代表取締役社長

株式会社
秋田物流センター

代表社員　税理士

https://mugen-a.com

〒010-0011
秋田市南通亀の町4番15号 ヤマキウビル2F
TEL 018-836-1780 FAX 018-836-6771

（ムゲン）

磯崎 悠耶（平成8年卒）
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私
の
音
楽
活
動
の
原
点
と
い
え
る
最
大

の
出
来
事
。
そ
れ
は
秋
田
高
校
吹
奏
楽
部

と
の
出
会
い
と
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
で

す
。
こ
れ
ま
で
出
会
っ
た
先
生
や
仲
間
と

の
思
い
出
と
共
に
振
り
返
り
な
が
ら
紹
介

し
ま
す
。

　

私
が
音
楽
と
出
合
っ
た
の
は
幼
稚
園
で

の
オ
ル
ガ
ン
と
小
学
校
で
習
っ
た
ピ
ア
ノ

で
し
た
。
練
習
が
嫌
で
２
年
続
け
て
同
じ

曲
を
弾
く
く
ら
い
サ
ボ
っ
て
ば
か
り
。
授

業
（
必
修
ク
ラ
ブ
）
の
器
楽
ク
ラ
ブ
で
、

ス
ネ
ア
ド
ラ
ム
を
自
己
流
で
や
っ
て
い
ま

し
た
。
中
学
校
に
入
学
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
部
活
を
見
学
す
る
前
に
、
い
き
な
り
器

楽
ク
ラ
ブ
の
先
輩
に
吹
奏
楽
部
に
入
部

さ
せ
ら
れ
た
私
は
、
す
ぐ
打
楽
器
を
担

当
。
当
時
の
秋
田
市
立
高
清
水
中
学
校
は

編
成
が
小
さ
く
、
た
く
さ
ん
の
打
楽
器
を

掛
け
持
ち
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
２
年
生

に
な
っ
て
急
き
ょ
テ
ュ
ー
バ
に
コ
ン
バ
ー

ト
。
楽
器
が
向
い
て
い
た
の
か
、
部
の
中

心
に
な
っ
て
、
３
年
で
部
長
を
拝
命
。
中

学
卒
業
後
は
、つ
い
に
秋
田
高
校
に
進
学
。

あ
こ
が
れ
の
高
校
生
活
は
驚
き
の
連
続
で

し
た
。
ま
ず
制
服
着
用
の
義
務
の
な
い
自

由
。
恐
る
べ
き
応
援
練
習
。
秀
才
ぞ
ろ
い

の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
。
学
級
対
抗
。
感
動
の

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
。
も
ち
ろ
ん
部
活
動
は

ト
（
写
真
）
へ
出
場
し
、
私
は
初
の
ホ
ー
ル

デ
ビ
ュ
ー
。
そ
し
て
吹
奏
楽
部
に
入
っ
て
最

初
の
定
期
演
奏
会
は
、感
動
の
連
続
で
し
た
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
は
、
マ
ー
チ
や
ワ
ル

ツ
か
ら
名
曲
シ
ェ
ラ
ザ
ー
ド
ま
で
、
抜
群
の

ノ
リ
で
ポ
ッ
プ
ス
や
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
、
幕
間

の
合
唱
「
ド
イ
ツ
学
生
歌
」
や
「
い
ざ
立
て

戦
人
よ
」
な
ど
、
日
本
中
の
合
唱
団
が
歌
っ

て
い
る
先
輩
方
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
抜
群
の

企
画
力
と
演
奏
。
そ
し
て
参
加
し
て
い
る
自

分
は
ほ
ん
と
に
幸
せ
で
し
た
。
こ
の
経
験
は

今
も
生
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
年
の
秋
高
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
課
題

曲
、
小
林
徹
作
曲
「
吹
奏
楽
の
た
め
の
練

習
曲
」、
そ
し
て
自
由
曲
は
B
,
ブ
リ
テ
ン

の
名
曲
「
パ
ー
セ
ル
の
主
題
に
よ
る
変
奏

と
フ
ー
ガ
」
を
伊
藤
吉
雄
先
生
が
編
曲
し

て
、
東
北
大
会
に
出
場
。
特
に
秋
田
県
大

会
の
演
奏
は
、
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
と

「
ブ
ラ
ヴ
ォ
ー
」
の
歓
声
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん
。
50
年
た
っ
た
2
0
2
5
年
の
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル
で
私
の
指
揮
を
す
る
川
越
奏

和
奏
友
会
吹
奏
楽
団
が
こ
の
曲
を
自
由
曲

と
し
て
取
り
上
げ
、
全
国
大
会
で
金
賞
を

受
賞
で
き
た
こ
と
も
感
慨
深
い
で
す
。

普
段
話
さ
な
い
父
親
に
感
謝

　

こ
の
こ
ろ
か
ら
レ
コ
ー
ド
、
F
M
放
送

な
ど
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
聴
き
ま
く
り
、
吹

奏
楽
の
演
奏
も
集
め
ま
く
っ
て
い
ま
し

た
。ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
練
習
は
も
ち
ろ
ん
、

ど
ん
ど
ん
音
楽
の
道
へ
引
き
込
ま
れ
て
い

き
ま
す
。
こ
の
時
「
好
き
な
ク
ラ
シ
ッ
ク

の
曲
を
吹
奏
楽
で
演
奏
し
た
い
な
ぁ
」
と

思
い
始
め
て
、
独
学
で
管
弦
楽
法
を
勉
強

し
、
ア
レ
ン
ジ
を
始
め
ま
し
た
。
部
活
と

音
楽
に
熱
中
す
る
あ
ま
り
、
授
業
中
に
編

曲
を
し
て
い
て
怒
ら
れ
た
り
、
成
績
は
ど

「
音
楽
と
吹
奏
楽
が
命
」
の
私
は
吹
奏
楽

部
へ
。

　

そ
し
て
、
そ
の
後
の
人
生
を
大
き
く
変

え
る
運
命
の
日
が
訪
れ
ま
す
。
仮
入
部
か

ら
担
当
楽
器
が
決
ま
り
次
々
と
新
入
生
が

正
式
入
部
。
当
然
私
は
テ
ュ
ー
バ
の
つ
も

り
で
し
た
が
、
な
ん
と
新
入
生
に
当
時
全

国
大
会
ク
ラ
ス
の
中
学
か
ら
テ
ュ
ー
バ
が

３
人
集
合
。弱
小
、高
清
水
中
学
校
の
私
は
、

ま
た
し
て
も
担
当
楽
器
を
コ
ン
バ
ー
ト
す

る
こ
と
に
。
吹
奏
楽
部
部
長
の
谷
口
先
輩

か
ら
「
正
人
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
に
来
て
け

れ
…
！
」。
の
一
言
で
初
め
て
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
が
き
っ
か
け
で
私
の
音
楽
人
生
が
決
定

す
る
と
は
思
い
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

尊
敬
す
る
恩
師
と
の
出
会
い

　

旋
律
を
演
奏
で
き
る
楽
器
に
な
っ
て
、

私
は
う
れ
し
く
て
、
全
力
で
練
習
し
て
、

結
構
短
期
間
で
合
奏
に
参
加
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
も
う

一
つ
人
生
を
変
え
た
の
は
、
今
で
も
尊
敬

す
る
故
伊
藤
吉
雄
先
生
と
の
出
会
い
で
す
。

先
生
の
指
揮
は
カ
ッ
コ
い
い
、
コ
ン
ト
ラ

バ
ス
も
う
ま
い
、
ア
レ
ン
ジ
も
す
る
、
音

楽
の
授
業
は
い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン
ル
を
教

え
て
く
れ
る
楽
し
く
憧
れ
の
先
生
で
し
た
。

当
時
全
国
大
会
に
何
度
も
出
場
し
て
い
た

秋
田
市
立
山
王
中
学
校
の
木
内
博
先
生
、

秋
田
南
高
校
の
高
橋
紘
一
先
生
と
並
ん
で

秋
田
の
吹
奏
楽
を
牽
引
し
て
い
ま
し
た
。

　

伊
藤
先
生
は
度
々
遠
く
か
ら
私
が
練
習

し
て
い
る
姿
を
見
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
一
言
も
声
は
か
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
吹
奏
楽
の

指
導
に
携
わ
っ
て
い
る
今
、
木
管
、
金
管
、

打
楽
器
を
そ
れ
ぞ
れ
基
礎
か
ら
経
験
し
た

の
は
大
き
く
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

私
が
初
め
て
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
で
演
奏
し

た
曲
は
、
今
は
な
き
、
八
橋
の
野
外
音
楽

堂
で
の
中
央
地
区
納
涼
演
奏
会
で
の
A
．

リ
ー
ド
編
曲
、
グ
リ
ー
ン
ス
リ
ー
ブ
ス

（
2
n
d
C
l
a
担
当
）
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
前
年
、
東
北
大
会
へ
出
場
し
た
秋
高

は
旧
秋
田
県
会
館
で
の
ト
ッ
プ
コ
ン
サ
ー

吹
奏
楽
部

▶17◀

�

佐
藤 

正
人
＝
昭
和
53
年
卒

最
強
の
仲
間
と
最
高
の
演
奏
を

あ
の
頃
の

8



ん
底
に
…
。
伊
藤
先
生
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研

修
で
不
在
の
時
期
も
あ
り
、
定
期
や
コ
ン

ク
ー
ル
で
は
い
つ
も
先
輩
に
盾
を
つ
い
て

迷
惑
か
け
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
２
年

の
後
半
「
音
楽
の
教
師
に
な
り
た
い
」
と

両
親
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、「
音
楽
は
東

京
に
行
が
ね
ば
だ
め
だ
」
と
、
普
段
あ
ま

り
話
を
し
な
い
父
親
に
言
わ
れ
、
学
費
を

心
配
す
る
間
も
な
く
、
音
楽
大
学
を
目
指

す
こ
と
を
決
心
。
感
謝
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
担
任
に
相
談
す
る
も
「
高
校
か
ら
始

め
た
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
で
は
無
理
だ
」
と
言

わ
れ
、
他
の
専
攻
も
考
え
ま
し
た
が
、
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
で
月
一
度
の
レ
ッ
ス
ン
を
受

け
、
そ
の
結
果
、
無
事
武
蔵
野
音
楽
大
学

に
合
格
。
音
楽
を
学
ぶ
道
に
進
む
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
３
年
生
に
な
り
最
後
の
部
活

で
、
吹
奏
楽
に
打
ち
込
み
ま
す
。「
全
国

大
会
目
指
し
て
３
年
生
ま
で
部
活
を
続
け

た
７
人
最
強
の
仲
間
と
最
高
の
演
奏
を

～
」
が
目
標
で
し
た
。
吹
奏
楽
部
長
を
拝

命
し
、
後
輩
に
も
恵
ま
れ
充
実
し
た
活
動

が
で
き
ま
し
た
。
特
に
定
期
演
奏
会
は
多

彩
で
熱
狂
的
な
企
画
で
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
第
１
部
で
ア
ル
フ
ォ
ー
ド
の
マ
ー

チ
、
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ビ
ッ
チ
の
祝
典
序

曲
、
第
２
部
で
は
ド
ラ
ム
に
天
才
的
な
小

野
君
と
い
う
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
い
て
、
グ
レ

ン
ミ
ラ
ー
に
ベ
ニ
ー
グ
ッ
ド
マ
ン
、
映
画

音
楽
、
第
３
部
ビ
ッ
ク
バ
ン
ド
で
は
、
私

が
徹
夜
で
ア
レ
ン
ジ
し
た
ビ
ー
ト
ル
ズ

「
シ
ー
ラ
ヴ
ズ
ユ
ー
」
E
L
P
（
エ
マ
ー

ソ
ン
、
レ
イ
ク
＆
パ
ー
マ
ー
）
2
0
0
1

年
宇
宙
へ
の
旅
に
１
分
の
ド
ラ
ム
ソ
ロ
で

大
活
躍
。
ア
イ
ド
ル
並
み
の
人
気
で
し

た
。
ま
た
、
盟
友
サ
ッ
ク
ス
の
天
才
深
井

次
郎
君
の
演
奏
だ
け
で
な
く
、
爆
笑
の
名

司
会
。
第
４
部
で
は
、
私
が
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
ソ
ロ
で
ウ
エ
ー
バ
ー
の
コ
ン
チ
ェ
ル

テ
ィ
ー
ノ
を
吹
き
、
レ
ス
ピ
ー
ビ
の
ロ
ー

マ
の
松
。
最
後
に
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の

序
曲
「
1
8
1
2
年
」。
今
思
う
と
、
何

と
も
無
謀
な
選
曲
で
し
た
が
、
伊
藤
先
生

も
よ
く
許
可
し
て
く
れ
た
な
、
と
思
い
ま

す
。
幕
間
に
、
こ
ち
ら
も
天
才
ギ
タ
リ
ス

ト
が
い
て
「
ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
宮
殿
の
思
い

出
」、
そ
し
て
伝
統
の
合
唱
「
学
生
歌
」、

こ
の
定
期
の
伝
説
は
し
ば
ら
く
語
ら
れ
続

け
ま
し
た
。

「
ロ
ー
マ
の
祭
」
に
狂
喜
乱
舞

　

そ
し
て
高
校
生
最
後
の
コ
ン
ク
ー
ル
。

伊
藤
吉
雄
先
生
と
「
社
長
室
（
俗
称
）」

音
楽
準
備
室
で
３
年
生
と
選
曲
。
ド
ラ
ム

の
名
手
、
小
野
君
と
ポ
ッ
プ
ス
の
ス
タ
イ

ル
に
も
精
通
し
て
い
た
伊
藤
先
生
と
ピ
ッ

タ
リ
の
選
曲
、
東
海
林
修
「
デ
ィ
ス
コ

キ
ッ
ド
」
に
即
決
。
こ
の
曲
は
人
気
で
今

で
も
演
奏
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。
自
由
曲

は
、
社
長
室
で
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
全
国

大
会
の
レ
コ
ー
ド
を
か
け
な
が
ら
選
曲
。

３
年
生
一
押
し
は
レ
ス
ピ
ー
ギ
の
交
響
詩

「
ロ
ー
マ
の
祭
」。
駒
澤
大
学
の
名
演
を
伊

藤
先
生
が
聴
き
終
わ
っ
た
瞬
間
「
こ
れ
し

か
ね
な
ぁ
」の
一
言
。全
員
が
狂
喜
乱
舞
！

今
思
い
出
し
て
も
熱
い
思
い
が
こ
み
上
げ

ま
す
。
楽
譜
も
先
生
が
直
々
に
駒
沢
の
上

埜
先
生
に
お
願
い
し
て
用
意
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

そ
し
て
私
た
ち
最
後
の
コ
ン
ク
ー
ル
秋

田
県
大
会
。
課
題
曲
、
自
由
曲
の
ソ
ロ
も

次
々
に
決
ま
り
劇
的
に
盛
り
上
が
っ
て
演

奏
を
終
え
た
私
た
ち
に
、
会
場
中
か
ら
万

雷
の
拍
手
！
最
高
の
演
奏
が
で
き
た
と
喜

び
お
互
い
を
た
た
え
合
い
ま
し
た
。
そ
し

て
閉
会
式
。
私
が
表
彰
式
に
登
壇
し
、
結

果
発
表
。
前
年
全
国
大
会
金
賞
の
秋
田
南

高
校
、
花
輪
高
校
、
横
手
高
校
が
代
表
で

し
た
。「
結
果
に
は
泣
か
な
い
」
と
決
め

て
い
ま
し
た
が
、舞
台
袖
に
下
が
っ
た
時
、

南
高
の
故
高
橋
紘
一
先
生
に
「
演
奏
最
高

に
い
が
っ
た
よ
！
」
と
肩
を
叩
か
れ
て
、

私
は
号
泣
し
た
こ
と
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
後
、「
ロ
ー
マ
の
祭
」
は
、
勤

務
し
た
川
越
市
立
野
田
中
学
校
は
全
日
本

ト
ッ
プ
で
金
賞
、
川
越
奏
和
奏
友
会
吹
奏

楽
団
も
初
出
場
で
全
国
金
賞
、
秋
田
吹
奏

楽
団
も
創
団
依
頼
初
の
金
賞
、
そ
し
て
私

の
全
曲
ア
レ
ン
ジ
も
レ
ン
タ
ル
さ
れ
、
こ

の
曲
は
全
国
で
演
奏
さ
続
け
て
い
る
思
い

出
の
曲
で
す
。

　

ド
ラ
マ
は
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
し
た
が
、

部
活
動
引
退
の
日
、
部
長
最
後
の
あ
い
さ

つ
に
、
後
輩
た
ち
が
涙
を
拭
お
う
と
も
せ

ず
、
感
謝
の
拍
手
を
し
て
く
れ
た
姿
も
心

に
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
経
験
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
今
も
吹
奏
楽
を
続
け

て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
は
中
学
１
年
か
ら

今
年
度
ま
で
楽
器
と
指
揮
で
毎
年
参
加
し

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ほ
ん
と
に
長

い
付
き
合
い
で
す
。
コ
ン
ク
ー
ル
の
指
揮

も
武
蔵
野
音
楽
大
学
１
年
生
か
ら
な
の

で
、
デ
ビ
ュ
ー
か
ら
40
年
が
た
ち
ま
し

た
。
今
と
て
も
充
実
し
た
生
活
が
で
き
て

い
る
と
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
に

進
路
を
決
定
し
て
き
た
節
目
に
出
会
っ
た

素
晴
ら
し
い
先
生
方
の
お
陰
で
す
。
そ
し

て
現
在
私
の
関
わ
っ
て
い
る
武
蔵
野
音
楽

大
学
、
尚
美
学
園
大
学
、
立
正
大
学
の
学

生
、埼
玉
県
立
松
伏
高
校
音
楽
科
の
生
徒
、

渋
谷
区
青
少
年
吹
奏
楽
団
、
秋
田
吹
奏
楽

団
、
川
越
奏
和
奏
友
会
吹
奏
楽
団
、
福
井

の
ソ
ノ
ー
レ
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の

団
員
。
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
、
職
業
、
地
域

の
人
が
集
ま
っ
て
い
て
、
い
つ
も
様
々
な

角
度
の
話
題
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
千
差
万
別
な
考
え
方
や
音
楽
に
対
す

る
姿
勢
、
意
見
や
熱
意
に
は
い
つ
も
教
え

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

楽
器
を
続
け
る
こ
と
に
魅
力

　

学
校
を
卒
業
し
て
も
吹
奏
楽
を
続
け
て

い
る
仲
間
た
ち
か
ら
そ
の
理
由
を
聞
い
て

み
る
と
、
ど
う
し
て
も
続
け
た
く
て
す
ぐ

一
般
バ
ン
ド
に
入
団
し
た
と
い
う
人
も
い

ま
し
た
が
、
途
中
で
楽
器
を
吹
く
機
会
が

な
く
な
っ
た
り
、
あ
る
い
は
全
く
吹
か
な

か
っ
た
り
す
る
時
期
を
経
験
し
、「
や
っ

ぱ
り
自
分
は
音
楽
が
好
き
だ
」「
吹
奏
楽

を
や
っ
て
い
る
と
楽
し
い
」「
楽
器
が
好
き

だ
」
と
い
う
自
分
に
気
が
つ
い
て
、
続
け

る
こ
と
を
決
心
し
て
い
る
人
も
多
い
よ
う

で
す
。
そ
れ
だ
け
楽
器
を
続
け
る
こ
と
や

吹
奏
楽
の
活
動
に
魅
力
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
そ
う
い
う
私
も
音
楽
か
ら
離
れ

る
こ
と
な
く
今
日
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。

読
ん
で
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
と
、
こ
れ
か

ら
も
秋
田
高
校
を
卒
業
し
た
仲
間
と
し
て

末
永
く
お
付
き
合
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

秋田高校同窓会だより VOL.1199
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昭和36年卒同期会
　36会例会が例年通り９月６日、竿灯通りの料亭志田屋で
開催。オーナーが志田豊忠君という事で会発足後当料亭を
会場としてきた。その志田君が前年10月逝去された事で彼
を含め物故者への黙禱で会を始めた。
　先般、魁紙「シリーズ時代を語る」欄に元明徳館高校
長で県歴史研究第一人者、半田和彦君の研究家として歩
みが36回に渡って連載された。この機会に半田君に講話
をお願いした。歴史教師としての想いやエピソード、県近代
史における新たな発掘や多くの市町村史の編集に携わった
事等紙面に表されなかった興味深い話題をユーモラスに
語ってくれた。
　酒宴では、お互い齢八十を過ぎた老境に有る身、心境を
しみじみと、あるいは意気軒昂に語り合っている姿があった。
　最後に校歌を高らかに歌い、次回の再会を期して散会し
た。� （半田 俊毅 記）

昭和53年卒同期会（ in 東京 ）
　11月15日（土）、グレースバリ銀座にて昭和53年卒同
期会in東京は50名の参加で開催されました。
　東京での開催は、コロナ禍もあり８年ぶり。今回で４回目
を迎え、秋田在住の同期生も４名駆けつけてくれ大盛会とな
りました。
　幹事メンバー達は、収容人数に幅を持たせられる会場選
びに頭を悩ませていましたが、嬉しい悲鳴となりました。秋
田の運営メンバーよるWebを利用したネットの集客システム
が大活躍でした。
　47年ぶりに、同期会初参加という兵もおり、昨日の記憶
に自信がなくなる齢でも、当時の記憶は頗る鮮明であり、高
校時代が、今朝のことのように思い出され、把酒談笑。
　頭のテカリも、目じりの皺も、卒業以来の勲章であると改
めて友の大事さ、感じ入りました。
　話しは尽きず二次会にも39人も参加、その後も銀座の
夜へと。� （菅谷 司 記）

秋田市役所羽城会
　１月９日、秋田キャッスルホテルで151人が出席し、総会
を開催しました。来賓として庫山徹校長、銭谷眞美同窓会
会長と中村順子副会長、佐藤悦紹同窓会事務局長、沼
谷純市長をお迎えしたほか、顧問の柿﨑武彦副市長（昭
和52年卒）、猿田和三副市長（昭和57年卒）、佐藤孝
哉教育長（昭和53年卒）、特別会員の市議会議員、監
査委員の皆様など多数の方にご参加いただきました。
　総会では決算、予算案が承認されたほか、新会長の越
後谷優氏（昭和60年卒）をはじめ各役員が選出されました。
総会に続き懇親会が行われ、沼谷市長からご挨拶、庫山
校長から在校生の進学や部活動等のご報告、銭谷会長か
ら乾杯のご発声をいただいたほか、マグロ解体ショーなどが
行われ、終始にぎやかな雰囲気で進行しました。
　過ぎる時間を惜しみつつも、最後は全員で校歌を５番まで
斉唱し、藤田信市議会議員（平成３年卒）のご挨拶で中
締めとなり、会は盛況のうちにお開きとなりました。
� （村上 央＝平成２年卒 記）

大館支部
　11月18日、令和７年度大館支部総会は、「北秋くらぶ」
にて総勢13名により開催されました。折からの悪天候にも
かかわらず、本部から佐野副会長、庫山校長先生が駆け
つけて下さいました。佐野副会長は大館支部総会に初参
加、庫山先生はご就任後初とのことでしたが、支部会員の
中に知人そして秋田高校在職中の教え子もおり、最初から
打ち解けた雰囲気でのご参加となりました。
　佐藤茂範支部長（昭和41年卒）の挨拶、本部ご来賓
からのご挨拶をいただき、伊藤碩彦支部顧問（昭和35年卒）
の乾杯の発声で懇親会が始まりました。全員の近況報告も
含め、熊の出没等の身近な話からAIの今後の考察などの
高度な話題まで、皆さんの経験を交えたユーモアに溢れた
会話に花が咲き、あっという間に二時間半が過ぎました。
寺岡洋一副支部長（昭和43年卒）の中締めで来年の再
会を期し、本年度総会の閉会となりました。
� （幹事 鬼川 光洋＝昭和53年卒 記）
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「�つどい」� �
投稿について

❶�「つどい」欄への投稿は毎回多数にのぼるため、スペースの制約からやむを得ず、原稿を短
縮したり次号に回すことがあります。原稿は概ね350字を目途にお願いします。

新会長に林康夫氏が就任�
汀友会（同窓会土崎支部）
　汀友会（秋田高校同窓会土崎支部）の令和７年度定
時総会が、令和７年11月７日、秋田市土崎の「和食いし
やま」で開催されました。
　総会では、澤田石晶会長のご逝去（令和７年８月）にと
もない、新会長に林康夫氏（昭和47年卒）が選出されま
した。林会長は、前任の故・沢田石会長に衷心からの哀
悼の意を表しつつ、功労への謝意を述べ、伝統を継承し同
会の発展へ尽くす決意を語りました。
　来賓として、秋田高校同窓会副会長の中村順子氏（昭
和50年卒）、秋田高校教頭の伊藤匡先生（平成元年卒）
が出席。文武両道で活躍する生徒たちの活躍を紹介しなが
ら、「秋高精神」を受け継ぎ、時代の変化に応じ貢献する
人材の育成を期し前進していきたい、とあいさつ。
　総会の冒頭では、秋田市大森山動物園の名誉園長の
小松守氏（昭和46年卒）が、「秋田の動物園の歴史」と
題し講話。大森山動物園50数年の中で、義足を付けて生
き抜いた「キリンたいよう」が、大切なものを残してくれた等、
多くのエピソードを語りました。
� （事務長　高山 良一＝昭和53卒 記）

平成13年卒同期会
　１月３日（土）ホテルメトロポリタン秋田にて卒業25周年
を記念して平成13年同期会を開催しました。コロナ禍によ
り20周年会を延期しての15年振りの開催でした。恩師３名
（佐藤健公先生、船木文子先生、松山茂樹先生）をお迎
えし、計74名に出席頂けました。歓談をメインとしつつもク
ラス対抗の余興を挟んだりババヘラコーナーの盛況等もあ
り、話し足りないと感じられるほどの楽しいひとときでした。
　約９か月前から秋田在住20名弱が集い宴会を兼ねて企画
してきましたので、過程もまた楽しいものでした。LINEをベー
スとしたことで、告知や写真共有が手軽で、年次理事の立
候補等の情報共有の場にもなりました。幹事負担が少なく、
今回くらい気軽に同期会が開催できれば、頻度によって子
育て世帯や遠方の方が出席できるのではないかと思います。
何より、恩師・旧友の顔がそこにあるだけで懐かしさに心が
温かくなりました。また会いましょう。� （照井 丈大 記）

横手支部
　令和８年２月17日、横手市松輿会館において、庫山徹
校長、佐野元彦同窓会副会長のご臨席を賜り、横手支部
総会を開催した。地元会員に加え、金融機関や地元企業
に勤務する同窓生にも広く参加を呼びかけ、17名の出席を
得た。高橋昭博支部長の挨拶の後、庫山校長より生徒の
活躍や在籍数の推移など母校の現況についてご講話を頂
いた。議事では役員人事（支部長・副支部長・幹事の計
３名交代）を承認し、会計報告を行い総会を終了。懇親
会では藤原辰夫副支部長の挨拶に続き、佐野副会長から
同窓会の現状についてお話を頂き、キャリア教育の一環と
して当支部の近江幹事が母校で講演予定である旨の紹介も
あった。伏見悦子幹事の乾杯で懇談に入り、21時に校友
会歌を斉唱、小浜丈夫幹事の中締めで散会した。
� （佐々木 一平＝平成７年卒 記）

秋田県庁支部
　３月９日、アキタパークホテルで令和７年度県庁支部総会・
送別会が開催された。佐野元彦同窓会副会長、佐藤悦
紹同窓会事務局長、庫山徹校長をご来賓に迎え、安田教
育長（昭和54卒）、県議会の杉本俊比古議員（同45卒）、
鈴木真実議員（同53卒）、北林丈正議員（同54卒）、武
内伸文議員（平成２卒）、川邉隼之介議員（同13卒）の
顧問６名を含む総勢61名が参加し、総会では新支部長に
伊藤政仁氏（昭和60卒）、副支部長に熊谷仁志氏（同）、
高島知行氏（同）が選任された。
　総会に続き送別会が行われ、退会者33名中、７名にご
出席いただいた。
　北林顧問の挨拶・乾杯の発声でスタートし、佐野同窓会
副会長、庫山校長、安田顧問、退会者のスピーチなどが
行われ、最後は、大堤悠生氏（平成30卒）のリードによ
る校歌斉唱、退会者へのエールを行い、鈴木顧問による
一丁締めによりお開きとなった。
　年次の垣根を越えて親睦を深め、同窓生ならではのつな
がりを分かち合う活気に満ちた集いとなった。
� （浅利 真美子＝平成29卒 記）

秋田高校同窓会だより VOL.11911



　秋田高校女子卒業生の会「若菜会」の通常総会と講演会を以下の
通り行います。

〇 日　時	 令和８年７月20日（月・祝）
〇 場　所	 秋田拠点センターアルヴェ　多目的ホール
〇 講演会	 10：30～　（講演は男女問わず参加は可能です）
　 講師　�高橋今日子さん（平11卒）「東京大学客員共同研究員」
　 演題 �「心豊かな人生へのヒント� �

� ～これまでのウェルビーイング研究の知見から」
〇 総　会	 11：45～
〇 懇親会	 12：30～
〇 会　費	 2,500円（弁当、茶菓、資料代）
　　　　　＊講演会のみの参加1,000円（茶菓、資料代）

１．記念式典、シンポジウム、祝賀会
　〇 日　時　令和８年11月７日（土）
　 　 　　　　午後４時
　〇 会　場　アキタパークホテル

２．記念登山（太平山）
　〇 日　付　�令和８年８月29日（土）〜� �

30日（日）
　※野田口から入山、下山後交流会、
　　�太平山リゾート公園キャンプ場� �
トレーラーハウス宿泊

３．賛助金の御協力のお願い

【問合せ先】
　嵯峨 透（昭和53年卒）
　※�詳細は「同窓会」ホームペー
ジでご確認ください。

《申し込み》�QRコード、メールまたは電話にて�
６月30日までに申し込み下さい

《若菜会事務局》
　Eメール  akita.wakanakai＠gmail.com
　電　 話  080-3149-9725（加藤）

○日　時　令和８年６月21日（日）
○場　所　秋田キャッスルホテル　４階 放光の間
　　　　　秋田市中通１丁目3-5　電話 018-834-1141
○総　会　午後２時～
　　議題　令和７年度 事業・決算報告
　　　　　令和８年度 事業計画・予算案
　　　　　役員改選　ほか

○記念講演　午後３時30分～
　　講師　佐藤　邦明氏（平成２年卒）
　　　　　文部科学省 高等教育局 参事官（国際担当）
　　演題　�多文化共生社会と日本人・秋田人� �

　　　　～教育の視点から考える～

○懇 親 会　午後４時45分～
　※会費　8,000円（懇親会ご出席の方）
　　　　　平成８年以降卒業の方は5,000円
　　�同封の払込用紙かホームページからのオンライン入
金で事前にお振り込みください。

■申し込み
　�ご出席の方は、同封のハガキ（切手貼付）
かFAX、Eメールにより６月11日まで必着
でお申し込みください。� ⇒
　同窓会ホームページの「総会出席届け」
　もご利用ください。
［同窓会事務局］	FAX　018-832-9588
	 Eメール　aki-doso@cna.ne.jo

講師プロフィール

1971年生、秋田市出身
東京都在住
ミネソタ州立大学秋田校一期生
 → マンケート州立大学卒
東京大学教育学研究科博士前
期課程修了

世界情勢が混沌とする中で、AIやデジタルトランスフォーメーションが進み、
私たちの生活スタイルや思考方法が大きく変化しています。人口減少対応や
増える外国人との共生社会の必要性などを踏まえ、日本・秋田から価値を創
り発信し、それを支える文化・環境をどのように作っていくのか。最大の資源
である「人」の教育の視点から、秋田の未来と合わせて、皆さんと一緒に
考えてみたいと思います。

〒010-0951 秋田市山王六丁目８番４６号
TEL018-864-4431  FAX018-864-5507
https://www.taguchi-shihou.com

田 口 昭 一
所長・司法書士

今　 昭 功
司法書士

佐々木 大輔（平成8年卒）
副所長・司法書士

司法書士 田口司法事務所 今村書店音楽教室
学習塾ニッケンアカデミー

五城目教室

https://web.lesson-time.com/imamurapiano60

南秋田郡五城目町字上町67
TEL 018-852-2303

今村三子雄（昭和41年卒）

今村多恵子（昭和42年卒）
今村和佳奈（平成8年卒）
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令和８年度通常総会・講演会



　会員情報の変更は、同窓会だよりに同封の「会
員情報連絡票」のほか、同窓会HPのフォーム、メー
ル、FAXでもお知らせいただけます。最新の住所
の登録をお願いします。

◆会員情報の変更をお知らせください◆
　古い同窓会員名簿を廃棄する場合、個
人情報を悪用されないようご注意ください。
発払い宅配便で同窓会事務局宛に送って
くだされば適切に処分します。

◆同窓会員名簿の廃棄◆
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進
（
昭
31
）

有
路
　
直
樹
（
昭
55
）

戸
澤
　
弘
明
（
昭
26
）

浅
野
　
靖
史
（
昭
33
）

伊
藤
　
　
隆
（
昭
47
）

草
彅
稲
太
郎
（
昭
29
）

中
川
　
　
栄
（
昭
31
定
）

相
川
吉
太
郎
（
昭
29
）

北
嶋
　
　
昭
（
昭
35
）

打
矢
　
正
志
（
昭
30
）

近
藤
　
芳
行
（
昭
33
）

石
川
　
忠
行
（
昭
37
）

令
和
8
年

1
月
佐
藤
　
鉄
男
（
昭
22
）

新
岡
　
　
雅
（
昭
25
）

西
村
　
峰
隆
（
昭
29
）

佐
藤
　
義
則
（
昭
30
）

門
脇
　
久
勝
（
昭
31
定
）

三
浦
　
　
彬
（
昭
31
）

岩
井
　
五
郎
（
昭
35
）

石
橋
　
邦
宏
（
昭
35
）

泉
　
　
秀
史
（
昭
44
）

夏
井
　
興
一
（
昭
33
）

齊
藤
　
喜
一
（
昭
43
）

戸
嶋
　
成
忠
（
昭
32
）

工
藤
　
　
敦
（
昭
50
）

三
船
　
新
次
（
昭
31
）

平
谷
　
犒
三
（
昭
35
）

2
月
菅
原
　
雅
之
（
昭
48
）

小
川
　
　
博
（
昭
30
）

澤
井
　
邦
彦
（
昭
34
）

佐
藤
　
　
彰
（
昭
19
）

佐
藤
　
幸
平
（
昭
29
）

齋
藤
　
修
一
（
昭
34
）

河
田
　
　
康
（
昭
61
）

3
月
矢
部
　
文
康
（
昭
45
）

今
野
　
　
昭
（
昭
33
）

大
山
　
　
篤
（
昭
29
）

川
村
　
　
誠
（
昭
39
）

松
田
　
　
誠
（
昭
33
）

齊
藤
　
政
治
（
昭
38
定
）

田
中
　
道
生
（
昭
43
）

小
田
部
精
一
（
昭
11
）

加
賀
谷
松
和
（
昭
30
）

浅
利
　
幸
三
（
昭
31
定
）

小
玉
　
節
郎
（
昭
42
）

佐
藤
　
　
晋
（
昭
56
）

高
谷
　
　
茂
（
昭
43
）

仙
葉
　
善
一
（
昭
42
）

鈴
木
　
　
篤
（
昭
36
）

小
玉
　
俊
悦
（
昭
32
）

　

秋
田
県
高
校
陸
上
競
技
界
の
発

展
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
た
、
三
船

新
次
先
生
（
昭
和
31
年
卒
）
が
、

１
月
29
日
、
ご
自
宅
で
永
眠
さ
れ

ま
し
た
。
享
年
88
歳
で
し
た
。

　

先
生
は
長
年
に
わ
た
り
指
導
者

と
し
て
辣
腕
を
振
る
い
、
特
に
秋
田
高
校
や
秋
田
中
央

高
校
の
陸
上
部
に
お
い
て
、
多
く
の
選
手
を
全
国
舞
台

へ
と
導
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
指
導
は
技
術
面
に
と
ど
ま

ら
ず
、
教
え
子
た
ち
か
ら
は
「
ど
こ
か
で
見
守
ら
れ
て

い
る
よ
う
な
」深
い
信
頼
を
寄
せ
ら
れ
る
存
在
で
あ
り
、

引
退
後
も
秋
田
県
陸
上
競
技
界
の
重
鎮
と
し
て
生
涯
現

役
の
精
神
で
競
技
普
及
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
葬
儀
は

２
月
６
日
に
秋
田
市
内
で
執
り
行
わ
れ
、
多
く
の
教
え

子
や
関
係
者
が
参
列
し
、
秋
田
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
捧

げ
た
そ
の
功
績
を
称
え
、
別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。

　

反
響
は
３
月
１
日
の
秋
田
さ
き
が
け
新
聞
追
想
メ
モ

リ
ア
ル
欄
に
「
走
る
こ
と
に
情
熱
を
注
ぐ
」
と
題
さ

れ
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
４
月
３
日
付
同
紙
え
ん

ぴ
つ
四
季
欄
に

は
昭
和
52
年
卒

山
崎
義
裕
さ
ん

が
「
わ
が
担
任
」

と
し
て
寄
稿
さ

れ
ま
し
た
。

合
掌�

（
広
報
委
員　

水
澤 

彰
人
（
昭
和
53
年
卒
））

※�

写
真
は
昭
和
40
年
の
甲
子
園
大
会
準
々
決
勝
で
鈴
木
健
次
郎
校

長
と
応
援
す
る
三
船
先
生
（
写
真
右
下
サ
ン
グ
ラ
ス
の
方
：
羽

城
館
展
示
室
所
蔵
）

お願い

秋田高校同窓会だより VOL.11913

三
船
新
次
先
生
を
偲
ん
で



　

私
は
日
頃
か
ら
「
投
球
の
真
実
」
を
求
め
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
投
球
が
最
も
効

果
的
な
の
だ
ろ
う
か
？
こ
れ
が
探
究
活
動
だ
け
で
な
く
私
自
身
の
投
球
練
習
に
お
け

る
テ
ー
マ
で
も
あ
る
。　

　

投
手
に
は
制
球
力
、
変
化
球
、
投
げ
方
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
要
素
が
あ
る
。
た
だ
、

変
化
球
や
投
げ
方
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
れ
ば
誰
で
も
真
似
で
き
、
制
球
力
も

意
外
に
意
識
一
つ
で
良
く
な
る
こ
と
も
あ
る
。
一
方
、
球
速
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積

ん
で
も
簡
単
に
は
上
が
ら
な
い
。
そ
れ
で
も
投
手
た
ち
は
揃
っ
て
球
速
を
上
げ
よ
う

と
し
、
実
際
に
各
地
の
平
均
球
速
は
上
昇
し
て
い
る
。

　

私
は
こ
の
状
況
を
球
速
が
他
の
要
素
と
比
べ
て
よ
り
大
き
な
価
値
を
持
つ
か
ら
だ

と
考
え
、
投
球
コ
ー
ス
を
細
分
化
し
た
ア
タ
ッ
ク
ゾ
ー
ン
と
失
点
抑
止
能
力
を
表
す

得
点
価
値
と
合
わ
せ
て
「
M
L
B
投
手
に
お
け
る
球
速
と
ア
タ
ッ
ク
ゾ
ー
ン
別
得
点

価
値
の
相
関
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
研

究
し
た
。
1
0
0
人
以
上
の
選
手
の

デ
ー
タ
を
対
象
に
し
た
た
め
分
析
は

大
変
だ
っ
た
が
、
ス
ト
ラ
イ
ク
ゾ
ー

ン
と
そ
の
周
辺
に
お
い
て
は
球
速
を

上
げ
る
こ
と
が
失
点
抑
止
に
つ
な
が

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

今
回
の
研
究
で
は
球
速
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
た
が
、
研
究
を
進
め
て

い
く
う
ち
に
様
々
な
疑
問
が
湧
い
て

き
て
、
審
査
員
の
方
々
か
ら
も
も
っ

と
深
め
ら
れ
る
と
い
う
内
容
の
コ
メ

ン
ト
を
頂
い
た
の
で
、
今
後
も
球
速

に
限
ら
ず
、「
投
球
の
真
実
」
を
求
め

て
探
求
を
続
け
て
い
き
た
い
。

「
投
球
の
真
実
」を
求
め
て

�

　

２
年　

渡わ
た

邊な
べ 

快か
い

晴せ
い

School Topics

　
「
秋
田
市
の
シ
ナ
イ
モ
ツ
ゴ
生
息
状
況
と
域
内
保
全
に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ
に
掲

げ
、
探
究
活
動
を
行
っ
た
。
シ
ナ
イ
モ
ツ
ゴ
は
環
境
省
の
絶
滅
危
惧
I
A
類
に
指
定

さ
れ
て
い
る
在
来
種
で
、
私
は
こ
の
魚
を
本
来
の
自
然
環
境
の
中
で
守
り
抜
く
「
域

内
保
全
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

　

秋
田
市
内
を
街
か
ら
山
ま
で
、
池
を
探
し
回
っ
た
。
思
い
出
は
沢
山
あ
る
が
、
特

に
産
卵
場
所
の
調
査
に
は
苦
労
し
た
。
管
理
者
へ
の
許
可
取
り
に
始
ま
り
、
ウ
ェ
ー

ダ
ー
を
履
い
て
泥
に
足
を
取
ら
れ
な
が
ら
池
に
入
り
、
調
査
を
繰
り
返
す
日
々
。
秋

田
県
立
大
学
、
杉
山
先
生
の
ご
協
力
の
も
と
大
森
山
動
物
園
の
池
に
も
入
ら
せ
て
も

ら
っ
た
。
な
か
な
か
卵
が
見
つ
か
ら
ず
泣
き
た
く
な
る
と
き
も
あ
っ
た
が
、
初
め
て

シ
ナ
イ
モ
ツ
ゴ
の
卵
を
確
認
で
き
た
時
の
感
動
は
、
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。
シ
ナ

イ
モ
ツ
ゴ
を
飼
育
し
て
特
性
を
調
べ
た
り
、「
体
幅
」
に
着
目
し
、
近
縁
種
で
あ
る

モ
ツ
ゴ
と
現
場
で
簡
易
に
判
別
で
き
る
シ
ー
ト
も
考
案
し
た
。

　

こ
う
し
た
成
果
を
、
遠
藤
先
生
の
勧
め
で
「
マ
リ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

に
応
募
し
た
と
こ
ろ
採
択
さ
れ
た
。
全
国
の
研
究
コ
ー
チ
と
の
面
談
で
得
た
新
た
な

視
点
は
大
き
な
刺
激
と
な
り
、
北
海
道
・
東
北
大
会
で
優
秀
賞
を
受
賞
、
全
国
大
会

へ
駒
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
全

国
の
壁
は
厚
く
、
質
問
に
も
う
ま
く
答
え
る
こ

と
が
で
き
ず
、
自
分
の
力
不
足
を
痛
感
し
た
。

そ
の
悔
し
さ
を
糧
に
、
知
の
探
究
、
全
校
発
表

で
は
内
容
を
徹
底
的
に
修
正
し
て
挑
み
、
納
得

の
い
く
発
表
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の
二
年
間
、
泥
に
ま
み
れ
た
調
査
や
杉
山

先
生
を
始
め
と
す
る
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
と

の
交
流
で
得
た
知
見
は
私
の
一
生
の
財
産
だ
。

研
究
は
一
人
で
は
成
し
得
ず
、
様
々
な
意
見
を

も
ら
い
な
が
ら
協
力
し
て
作
り
上
げ
る
も
の
だ

と
わ
か
っ
た
。「
知
の
探
究
」
で
培
っ
た
探
求

心
と
感
謝
を
忘
れ
ず
、
今
後
の
人
生
に
活
か
し

て
い
き
た
い
。

シ
ナ
イ
モ
ツ
ゴ
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と

�

　

3
年　

岩い
わ

﨑さ
き 

悠ゆ
う

真ま

総合的な探究の時間に行われている「知の探究」の令和7年度
発表会が行われ、各学年の最優秀作品が決まった。

秋高
NOWナウ
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知の探究



�

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
、
6
月
に
行
わ
れ
る
全
県
総
体
に
向
け
、
限
ら
れ
た
練

習
時
間
の
中
で
も
高
い
集
中
力
を
保
ち
な
が
ら
、
個
々
の
能
力
向
上
に
加
え
て
チ
ー
ム
力

の
強
化
を
目
指
し
、
日
々
の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
コ
ー
ト
の
中
の
5
人
に
加
え
て
、
ベ
ン
チ
メ
ン
バ
ー
、
コ
ー
チ

陣
な
ど
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
戦
う
こ
と
が
勝
利
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
で
す
。
そ
の

た
め
普
段
の
練
習
か
ら
声
を
掛
け
合
っ
て
雰
囲
気
よ
く
練
習
す
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
の
た
め
、
一
人
だ
け
が
ず
ば
抜
け

て
上
手
く
て
も
勝
つ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
周
り
を
よ
く
見
て
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
何

か
を
考
え
て
お
互
い
を
助
け
合
い
な
が
ら
プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
、

味
方
の
動
き
に
合
わ
せ
る
プ
レ
ー
や

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
も
丁
寧
に
練
習
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
創
部
1
0
0
周
年
と
い
う
記

念
す
べ
き
年
で
し
た
。
そ
の
中
で
も
全

県
総
体
で
ベ
ス
ト
8
と
い
う
結
果
を
残

し
て
く
だ
さ
っ
た
先
輩
方
は
本
当
に
素

晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。
私
た
ち
の
代
で

も
先
輩
方
の
残
し
た
結
果
を
越
え
ら
れ

る
よ
う
に
残
り
少
な
い
時
間
を
大
切
に

し
て
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し

て
、
1
0
0
年
と
い
う
長
い
歴
史
を
刻

ん
で
き
た
チ
ー
ム
の
た
め
、
こ
れ
ま
で

の
先
輩
方
の
思
い
や
築
き
上
げ
て
き
た

伝
統
を
大
切
に
し
な
が
ら
最
後
ま
で
諦

め
ず
に
プ
レ
ー
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

〔
3
年　

主
将　

藤ふ
じ

丸ま
る 

惣そ
う

右す
け

〕

�

ダ
ン
ス
同
好
会

　

ダ
ン
ス
同
好
会
は
、
秋
高
祭
を
は
じ
め

と
す
る
学
校
行
事
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

や
イ
ン
ス
タ
へ
の
S
N
S
投
稿
、
イ
ベ
ン

ト
へ
の
出
演
な
ど
様
々
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
特
に
、
秋
高
祭
で
の
ス
テ
ー
ジ

は
一
年
間
の
集
大
成
で
あ
り
、
熱
い
思
い

を
込
め
て
作
り
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
ダ
ン
ス
の
細
か
い
と
こ
ろ

ま
で
み
ん
な
で
揃
え
、
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
を

高
め
て
い
ま
す
。
細
か
い
と
こ
ろ
を
揃
え

る
と
い
う
の
は
、
顔
の
向
き
、
腕
の
角
度
、

手
の
形
な
ど
を
合
わ
せ
た
り
、
踊
る
タ
イ

ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
た
り
す
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
振
り
付
け
を
覚
え
る
こ
と
は
自
分

で
行
い
、
み
ん
な
で
練
習
を
す
る
と
き
は

難
し
い
と
こ
ろ
を
踊
れ
る
人
に
教
え
て
も

ら
っ
た
り
振
り
付
け
を
合
わ
せ
た
り
し
て

い
ま
す
。
見
て
い
る
方
の
印
象
に
残
り
、

感
動
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
、
こ
の
よ
う
な
練

習
を
日
々
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
、
第
50
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
プ
レ
大
会
の
パ
レ
ー
ド
に
出
演
し
ま
し

た
。
同
好
会
で
あ
り
な
が
ら
も
こ
の
よ
う
な
大
会
に
出
演
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
い
た

だ
け
た
こ
と
を
大
変
光
栄
に
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
功
績
は
私
た
ち
だ
け
で
掴
み

取
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
こ
こ
ま
で
ダ
ン
ス
同
好
会
を
繋
ぎ
、
活
動
の
幅
を
広
げ
て
く
だ

さ
っ
た
先
輩
方
の
お
か
げ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
活
動
は
協
力
し
て
く
だ
さ
る
方
、
見
て
く
だ
さ
る
方
が
い
る
か
ら
こ
そ
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
忘
れ
ず
に
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
で
き
る
よ
う
、
み

ん
な
で
意
見
を
出
し
合
い
、
協
力
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

�

〔
3
年　

会
長　

佐さ

藤と
う 

も
な
み
〕

1
0
0
年
の
歴
史
と
と
も
に

令和７年度山形東高校との定期戦にて

揃
う
美
し
さ
を
追
求
し
て

令和８年４月校内にて
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学
食
が
「
秋
高
気
分
屋
食
堂
」

と
し
て
復
活
し
１
年
。
日
替
わ
り

メ
ニ
ュ
ー
も
あ
り
生
徒
も
喜
ん
で

利
用
し
て
い
る
。
学
校
や
同
窓
会

の
会
合
用
の
弁
当
も
作
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
同
窓
生
の
皆
さ
ん

も
大
い
に
利
用
し
て
学
食
の
運
営

を
支
援
し
て
ほ
し
い
。

　

昨
年
度
は
、
昭
和
33
年
卒
、
昭

和
42
年
卒
、
昭
和
63
年
卒
の
各
同

期
会
か
ら
寄
付
金
を
頂
戴
し
た
。

生
徒
へ
の
支
援
な
ど
同
窓
会
活
動

に
有
効
活
用
し
て
い
る
。感
謝（
悦
）

事
務
局
通
信

　

う
ぐ
い
す
坂
に
も
柔
ら
か
な
光

が
降
り
注
ぐ
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

今
号
も
変
わ
ら
ぬ
情
熱
で
各
界
を

牽
引
す
る
同
窓
生
の
皆
様
の
活
躍

や
、
春
の
息
吹
と
と
も
に
、
新
た

な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
現
役
生
の

姿
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
広
報
委
員
会
は
３
年
が
任
期

で
今
回
を
も
ち
ま
し
て
委
員
は
総

入
れ
替
え
と
な
り
ま
す
。
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
話
題
や
情
報
を
提
供
す
べ

く
あ
っ
と
い
う
間
の
期
間
で
い
さ

さ
か
名
残
惜
し
い
の
で
す
が
、
新

委
員
の
新
た
な
視
点
に
も
期
待
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
同
窓
生
の

皆
様
に
は
引
き
続
き
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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編
集
後
記

令和8年度 年会費納入のお願い
　同窓会の財源は皆さんの納める年会費です。「同窓会だより」の発行や母校生徒への支援、年次同期会開
催への補助や支部活動への支援にも使われる年2000円の会費納入をお願い申し上げます。

◆スマホ決済アプリも利用可能◆
　払込取扱票のバーコードをスマホで読み取ることで年会費の納
入が可能です。ゆうちょPay、楽天銀行コンビニ支払いサービス、
ファミペイ、PayBなどのアプリが利用できます。

◆会費の口座自動振替の募集◆
　来年度から会費の口座自動振替をご希望の方は、今年度の会費納入時に払込用紙にある金融機関名を選び
○をつけ、必ず郵便局・ゆうちょ銀行からお振り込みください。口座振替の新規募集は年１回です。

◆ホームページからのオンライン入金◆
　同窓会ホームページからオンラインによるクレジットカード、
銀行振込でのお支払いもできるようになりました。

スマホ決済の利用方法▶▶
（PayPayは利用できません）

オンライン入金の利用方法▶▶
（同窓会ホームページ）

同期会や支部総会
などの記念品として
ご活用ください

同窓会オリジナルグッズ
グッズの売り上げは全て生徒の教育振興に充てています

同窓会館『羽城館』で
購入できます

FAX・Eメールでも受付中

カラー版

◆クリアファイル　各100 円

◆�フリクションボールペン（３本セット）
　校章・文字入り　ケース入り
　　　　　　　　　　　　　800 円

◆マフラータオル　2,000 円（生徒は1,500 円）

セピア版赤：敬天愛人理想を高く
青：おのれを修めて世のためつくす
黒：汝、何のためにそこにありや

（平成8年卒）

〒018-0402  秋田県にかほ市平沢字深谷地16-1 
TEL 0184-36-2311  FAX 0184-37-2277
代表取締役平 澤　誠

司法書士

司法書士 中村美輝 事務所

www.nakamura.akita.jp

Yoshiteru Nakamura

〒010-0951
秋田市山王三丁目1-7　東カンビル5F
Tel.018-853-1953　Fax.018-863-5520
E-mail:info@nakamura.akita.jp

中 村 美 輝
（平成8年卒） 代表取締役社長

清水 隆成（平成8年卒）

専務取締役

〒010-0341 男鹿市船越字船越285
ＴＥＬ 0185ー 35ー 2011
W E B https://www.oga-shimizugumi.co.jp

清水 明彦（昭和51年卒）


